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規定審議・ビジョン策定委員会 
   

委員会構成  

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 立野 純三 大阪 委員 簡  仁一 茨木 

副委員長 松本 進也 大阪北 委員 吉川 秀隆 大阪 

副委員長 片山  勉 大阪東 委員 宮里 唯子 茨木西 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 高島 凱夫 大阪中之島 委員 吉田 政雄 茨木 

委員 山本 博史 大阪南 委員 早嶋  茂 大阪 

委員 四宮 孝郎 大阪西南 委員 樋口 信治 大阪 

活動方針 

時代の変化に対応した、国際ロータリーの活動及び運営に貢献していくため、立法案（制定案・決議案）の提

案を積極的に行っていくと共に、ロータリークラブが今後も維持発展していくため、クラブビジョン策定の支

援を行っていく。 

活動計画 

  1.  ビジョン策定セミナー  10 月 10 日(土)に開催する「公共イメージ向上並びにクラブビジョン策定 

セミナー」の企画 

  2.  制定案募集       2022 年規定審議会に上程する制定案の募集 

（10 月末締切 12 月上程） 

3.  立法案募集     2020 年決議審議会に上程する決議案の募集（4 月末締切 6 月末上程） 
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 地区研修委員会 
   

委員会構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役職 氏名 所属クラブ  

リーダー 岡部 泰鑑 大阪城南 

サブリーダー 片山 勉 大阪東 

サブリーダー 山本 博史 大阪南 

委員 塩谷 眞治 大阪東 

委員 田中 研一 大阪城東 

委員 吉川 秀隆 大阪 

活動方針 

当委員会は昨年同様地区委員会のスリム化の趣旨に則り、委員会の人数を最小限にし、会議も不定期にしまし

た。 

活動計画 

活動は、まず各セミナーの出席と正副委員長会議等、地区行事(IM フレッシュロータリアン親睦交流会)やロ

ータリーデーの開催の企画はもとより、簡ガバナーが必要とされる要請に、その都度委員会を開き、関係する

地区委員会と連携の上、速やかに企画実施すると共に、吉川ガバナーエレクトが国際協議会より戻られたら

早々に RI 会長エレクトのテーマを、地区チーム研修セミナー、PETS、地区研修協議会にどう盛り込むかの考

察に邁進していく予定です。 
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クラブ奉仕・拡大増強委員会 
   
委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 加茂 次也 東大阪 委員 松本 吉正 大阪北 

副委員長 安部 吉宏 大阪西 委員 浜田 篤介 高槻東 

副委員長 髙橋 司 大阪東 委員 石橋 英司 東大阪 

副委員長 金子 勝信 東大阪中央 委員 藤間 好太郎 大阪水都 

委員 川田 貴亮 大阪南 委員 能勢 孝一 大阪東 

委員 岡田 修一 大阪平野 委員 堀田 遥介 大阪北梅田 

委員 柳川 義行 吹田    

活動方針 

2020-21 年度のホルガ―・クナーク RI 会長はテーマの一つとして「現会員を維持し、さらに、クラブに相応し

い新会員を募って組織を強くし、行動を起こすことで、ロータリーを成長させていこう」と提唱されています。

また、簡仁一ガバナーは「年代、職業、男女の別いずれにおいても、多様な会員を受け入れる柔軟性と、ロー

タリーの基本的な価値観を再認識」して会員基盤の強化を目標とされています。しかし、前年度の後半期はコ

ロナ禍によりロータリー活動は極端に制限され、またリーマンショックを上回る経済的打撃を受けた環境下、

例年より多い退会者が出る事が予想されます。このような状況の中で地区内各クラブが退会防止と会員増強に

成果があがるように、委員会として支援できるよう対応して参りたいと考えております。  

活動計画 

① ４月 18 日に開催予定であった『簡年度地区研修・協議会』並びに５月 16 日に開催予定であった『2020-

21 年度のための会員増強セミナー』が中止となり、地区内各クラブに対しては地区研修・協議会部門別協

議会「クラブ奉仕・SAA 部門」の代替として、クラブの例会の活性化、退会防止と会員種類の多様化を中

心内容とするビデオを作成し、地区ホームページに掲載して頂いた。 

② 退会防止、会員増強に関する卓話 

８月の会員増強・新クラブ結成推進月間を中心として各クラブからの依頼に対し、クラブからの要望をお

聞きし退会防止並びに会員増強のオーダーメードの卓話を行うよう心掛ける。 

③ クラブ運営の活性化に役立つ情報提供 

各クラブのクラブ運営状況、活性化のための取り組み状況などを調査し、クラブ運営の活性化について情

報提供を行う。 

④ 退会防止、会員増強、衛星クラブについての調査と情報提供 

簡ガバナー、四宮直前ガバナー、藤井前年度クラブ奉仕・拡大増強委員長名で 4 月 24 日に「年度末の退会

防止についてのお願い」を出されたが、添付書類として「会員各種の多様化についての細則変更例につい

て」が地区内各クラブに配布された。これらも含め会員種類の多様化について各クラブはどの様に取り組

んだのか、或いは取り組もうとしているのかをアンケート調査したい。 
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              公共イメージ向上委員会 

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 樋口 信治 大阪 委員 沢田 武司 池田くれは 

副委員長 新倉 雄二 大阪 委員 市村 優次 東大阪 

副委員長 下出  一 大阪アーバン 委員 小山田 光正 大阪ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾃｨ 

副委員長 下條 泰利 大阪南 委員 安積  覚 大阪西 

副委員長 中谷 庄司朗 大阪北 委員 楠戸 芳弘 大阪そねざき 

委員 湯木 尚二 大阪 委員 伊藤 智秋 高槻 

委員 濱中 早苗 門真 委員 笠井 実 八尾 

委員 後藤 謙治 大阪南 委員 竹下 晋司 大阪平野 

活動方針 

3 年任期の公共イメージ向上委員長として、「ロータリアン一人ひとりが広報マン」というテーマを具現化す

る従来の実績（My ROTARY アカウント率アップ、クラブセントラルへの活動入力向上、公共イメージ向上セミ

ナー、マスコミ各社とのパイプ作りと情報発信、地区 HP へのクラブ及び地区活動情報のアップと SNS を通じ

た拡散など）を継続すると共に、クラブ及びロータリアンが、「公共イメージ向上」に資する奉仕活動を行う

ため、地区では実施されていない RI プログラム（地域社会共同体や、ロータリアン行動グループ）の基礎を

作ることに挑戦していきたい。 

活動計画 

①公共イメージ向上セミナー 

クラブが「公共イメージ向上」に資する活動を行い、それを広く社会に発信する一助となるセミナー、新た

な RI プログラムの説明を入れたいと考えます。 

②マスコミへの活動報告会 

在阪放送局・新聞社の記事及び報道内容に権限を持つ局長クラスの方々にロータリー活動を身近に感じて頂

ける報告会と懇談会。 

③クラブセントラル活用説明会 

クラブセントラルへのクラブ活動情報の記録方法を説明し、2020-21 年度のクラブ活動の目標とその達成を

記録して頂ける説明会。従来の説明に加え、新たな RI プログラムへの理解を図る。 

④ロータリー賞申請説明会 

クラブセントラルを通じた 2020-21 年度ロータリー賞申請方法の説明会 

⑤地区委員会への My ROTARY 活用説明 

「次年度のための地区チーム研修セミナー」にて、My ROTARY の機能（クラブセントラル・ロータリーショ

ーケース・ラーニングセンターなど）を説明し、各委員会がクラブ支援を行うためのツールとして活用頂く

説明会。 

⑥IM ロータリーデーの広報 

ロータリーの「公共イメージ向上」に資する IM ロータリーデーのマスコミへの広報活動。 
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職業奉仕委員会 

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 西辻 豪人 大阪東南 委員 安松谷 博之 大阪城北 

副委員長 木下 正二郎 大阪北梅田 委員 白石 純一 高槻 

副委員長 寺田 幸司 大阪西 委員 岡田 耕治 東大阪東 

副委員長 髙橋 秀一郎 大阪 委員 阪井 康修 大阪梅田東 

副委員長 上甲 悌二 大阪南 委員 戸田 佳孝 大阪中之島 

委員 深井 喜久 大阪北 委員 武枝 敏之 豊中 

委員 川上 和之 くずは 委員 生尾 雅美 新大阪 

委員 小谷 逸朗 八尾    

 

活動方針 

１．クラブ職業奉仕委員長に「職業奉仕」に関する理解を深めて頂く為の支援の実施を行います。 

実践の手引き・卓話モデル（四大用語・歴史と変遷）・職業奉仕入門 Q&A を用いて「職業奉仕」の 

理解を深めて頂く為の支援の実施を行います。 

 

２．クラブ職業奉仕委員長が実践すべき卓話、フォーラムその他の活動支援を行います。 

昨年度職業奉仕委員会で作成しました、卓話モデル、実践の手引きをクラブ職業奉仕委員長が活用して 

頂き、積極的に卓話、職業奉仕活動にチャレンジして頂く為の支援の実施を行います。 

活動計画 

１．地区職業奉仕委員会ホームページ掲載資料の有効活用の支援 

各クラブの職業奉仕委員長に職業奉仕月間に積極的に卓話にチャレンジを行って頂く為の支援の実施。 

卓話にチャレンジして頂く為には、地区職業奉仕委員会ホームページ掲載資料（各卓話モデル、実践の手 

引き、Q＆A）を理解して頂く事と自ら学んで頂く事が大事なため、卓話モデル、掲載資料の説明を実施  

行います。 

２．クラブ職業奉仕委員長会議の開催 

9 月 5 日、大阪 YMCA 会館で PM1：00～クラブ職業奉仕委員長会議を行います。 

クラブ職業奉仕委員長会議を通じて、各クラブの職業奉仕委員長に職業奉仕活動を積極的に実践して 

頂く為に 

・職業奉仕活動 実践の手引きの説明 

・事例集の発表若しくは卓話モデルの説明 

・GR ディスカッションを通しての意見及び情報交換会 の実施を行います。 

３．各クラブへの個別支援の実施 

職業奉仕月間に卓話依頼の有ったクラブに対して個別に卓話支援の実施を行います。 

卓話の依頼につきましては、出来ればテーマを明確にして頂く事をお願い致します。 



6 
 

 

社会奉仕委員会 
   

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 森垣 佳子 大阪城北 委員 箕村 保 大阪天満橋 

副委員長 奥山 裕治 池田くれは 委員 青田 朝代 大東中央 

副委員長 矢倉 昌子 吹田西 委員 西上 正通 大阪北梅田 

副委員長 平山 直樹 吹田 委員 奥村 隆司 大阪梅田 

副委員長 植村 友宏 交野 委員 山村 幸久 大阪梅田東 

委員 高木 大介 高槻東 委員 河合 一人 高槻 

委員 塩山 知之 大阪北 委員 山崎 修一 大阪鶴見 

 徳山 善雄 大阪ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ 委員 澤田 宗久 大阪船場 

  

活動方針 

■地区内各クラブ社会奉仕事業への助力 

・クラブが社会奉仕を行う上でヒントになると思われる活動事例の紹介 

・地区ホームページの積極活用のよびかけ 

・地域要望の拾い上げや共同・協働を希望する団体の情報の提供 

■地区内クラブ間のマッチング 

  ・事業の引継ぎの橋渡 

・新規事業の共同・協働の情報発信 

■ローターアクト事業への協力 

  ・ローターアクト委員会やローターファミリーと連携し、その活動支援につながる情報の提供 

■その他の事業 

  ・大阪府、大阪市、各種団体との連携（会議への参画・情報収集） 

活動計画 

・クラブ社会奉仕・国際奉仕合同委員長会議の実施（２０２０年１０月１７日） 

・献血活動への協力（２０２０年７月・２０２１年２月） 

・補助金管理・国際奉仕・社会奉仕合同会議（２０２１年２月） 

・地区チーム研修セミナー（２０２１年３月１３日） 

・地区研修・協議会（２０２１年４月３日） 

・薬物乱用防止活動（大阪府健康福祉部と協力し、薬物乱用防止活動の情報提供） 

・豊かな環境づくり大阪府民会議（会議へ参画し各クラブへの情報提供） 

・大阪環境ネットワーク（会議へ参画し、各クラブへの情報提供） 

・大阪府交通対策協議会（各クラブへの情報提供） 
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学友委員会 

   
委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 丸尾 照二 大阪御堂筋本町 副委員長 斎藤 清貴 大阪ユニバーサルシティ 

副委員長 瓦谷 勝 大阪西南 委員 坂田 淳一 枚方 

副委員長 磯田 郁子 大阪東淀ちゃやまち 委員 三好 えり子 大阪そねざき 

 

  

活動方針 

 

当地区学友会は他地区に先駆けて 2017 年 3 月に RI より認証され、5 月に発足しました。実質的には 3 年が経

過したばかりの新しい組織です。歴代ガバナーの皆様から強力なる支援により着実に運営されてきました。 

新たな学友会役員も 2 年目を迎え、組織強化に努め飛躍の年度を目指しております。簡仁一ガバナーのご指導

により、青少年奉仕の各プログラム出身のメンバーのネットワークを活かし充実した活動を目指しておりま

す。学友会から若いロータリアンが誕生する事を期待して指導していきます。 

 

活動計画 

・2020 年 11 月 1 日秋の総会の実施 

・青少年奉仕各プログラム体験者を学友会に勧誘する 

・学友会としての新たな活動を模索する 
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    RYLA 委員会 
   
委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 今井 卓哉 池田くれは 委員 小林 大介 大阪平野 

副委員長 渡辺 紀生 大阪西南 委員 粟村 卓家 大阪西 

副委員長 友田  昭 八尾 委員 松田 振興 大阪城南 

副委員長 田原 さおり 東大阪東 委員 仲宗根 宏樹 枚方 

委員 岡橋 克純 大阪 委員 佐藤 剛司 摂津 

委員 神藤 佳浩 大阪南 委員 森田 亮介 豊中千里 

委員 殿村 昌弘 茨木 委員 富永  明 吹田 

 

  

活動方針 

・RYLA セミナーの円滑な実施 

・RYLA セミナーの周知 

・Team RYLA の充実 

活動計画 

RYLA セミナーホストクラブの支援 

 枚方 RC 2020 年 9 月 19日～21 日 場所：岩清水八幡宮研修センター(2020 年 5 月 20 日中止決定) 

 吹田 RC 2021 年（ゴールデンウィーク頃を予定） 場所：未定 

 

RYLA セミナーの広報 

 地区内のクラブ、会員に RYLA セミナーの広報を行う 

 

Team RYLA の充実 

 研修を実施し、Team RYLA のスキルアップを目指す 
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ローターアクト委員会 
   
委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 佃  啓史 守口 委員 西原 芳博 大阪難波 

副委員長 樋口 晃 大阪西南 委員 児林 秀一 八尾 

副委員長 仲西 良浩 大阪天満橋 委員 山本 貴雄 箕面 

副委員長 伊藤 勝彦 大阪南 委員 中嶋 茂夫 大阪中央 

副委員長 菅本 泰年 新大阪 委員 仁科 真二 大阪御堂筋本町 

委員 稲富 修 大阪城北 委員 木村 友昭 大阪西 

委員 橋本 昌也 池田 委員 松本 かおり 守口 

委員 松木 俊明 東大阪東 委員 向井 玄人 大阪帝塚山 

 

 

活動方針 

１．青少年のリーダーシップを育成するため 

 ・地区 RAC メンバーの主体性を尊重しつつ、活動を支援、指導 

 ・地区 RAC 事業そのものへの指導 

 ・RC（特に未提唱 RC）に対する RAC 活動への啓蒙 

（新 RAC 設立のための道程の提示） 

２．将来のロータリアンを育成するための支援 

３．少人数クラブへのサポート 

活動計画 

１．地区 RAC 行事への協力（地区献血、第 2660 地区大研修会、地区海外研修、地区年次大会、リーダーシップ

フォーラム等） 

２．地区 RAC 行事以外の事業のへ協力 

（全国統一アクトの日、四地区合同情報交換会、世界 RAC DAY 等） 

３．地区 RA 委員会、及び地区 RAC 合同役員会の実施 

４．地区役員主催の会長会への協力 

５．新 RAC 設立に向けた支援 
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ローターアクト委員会（地区ローターアクト役員） 
   

2020-2021 年度 国際ロータリー第 2660 地区ローターアクト 
地区ターゲット ―District Target― 

「BREAK THROUGH」 

 
国際ロータリー第 2660地区ローターアクトは、日本の全 34地区内でみるとトップクラスの規模を誇る、

大変活発な地区である。2019-2020年度には新大阪ローターアクトクラブ、八尾ローターアクトクラブの 2

クラブが新設され、今現在、当地区は全 23クラブとクラブ数も増加傾向にある。そのため、新設クラブも

益々増加し、より発展する事が期待されている。 

 

しかし 2020 年初旬に発生した COVID-19 という世界的感染症により、全クラブの休会、そして地区活動

の停止という未曾有の事態に陥った。一部オンライン会議ツールを活用し再始動をしたが、当地区全体と

しては、まだ立ち直れておらず、各クラブでの活動の見直し、また引継が上手く行えていない等、発展に

陰りがさしている。 

 

2020-2021年度はその陰りを取り除き、前年度以上に発展していく為にも、困難、難関を突破するという

意味を込めて、地区ターゲットを「BREAK THROUGH」と掲げた。この地区ターゲットを胸に全 23クラブが

一丸となって、困難、難関を突破出来るよう地区としてサポートしていきたい。 

 

またローターアクトとしてこの未曾有の事態をピンチとして捉えるのではなく、チャンスとして捉え活

動し、当地区のローターアクトがこの経験を糧に、当地区の更なる発展に繋がるよう、地区ローターアク

ト役員一同、運営を行っていく。 

 

以上、活動方針とさせて頂く 

 
 

役職 氏名 所属 RAC 役職 氏名 所属 RAC 

代表 北山 慎基 大阪天満橋 西ゾーン代理 山口 絢子 大阪北 

地区幹事 田中 千紗乃 大阪帝塚山 東ゾーン代理 松本 梨沙 東大阪 

地区副幹事 

(西ゾーン) 
矢吹 秀子 大阪淀川 地区広報委員長 川原 大樹 大阪東 

地区副幹事 

(東ゾーン) 
小森 友喜 大阪御堂筋本町 代表ノミニー 重留 里咲 大阪中央 

地区会計 大元 佑介 大阪城南    
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インターアクト委員会 
   
 委員会構成 

 

役職 氏名 所属クラブ  役職 氏名 所属クラブ 

委員長 福田 治夫 守口イブニング 委員 中崎 諭 大東 

副委員長 森田 武雄 大東 委員 木下 仁湊 大阪南 

副委員長 曽家 清弘 八尾 委員 檜皮 悦子 大阪中之島 

副委員長 浜田 厚男 高槻 委員 廣田 雄一 大阪東 

副委員長 元古 隆司 守口イブニング 委員 金本 俊通 大阪天王寺 

委員 西村 栄一郎 大阪 委員 近藤 菜穂子 大阪ネクスト 

委員 髙原 誠一郎 池田くれは 委員 西谷 雅之 大阪城南 

委員 中島 崇 大阪天王寺 委員 松本 泰英 大阪帝塚山 

 

 

活動方針 

次世代を担う青少年達が直面する IT社会とグローバル化社会における社会奉仕と国際交流活動に対し、

自発的活動をサポートし、指導力の更なる養成を目指します。 

□各事業の企画立案を実施に、各校生徒達の積極的な参加を促します 

□新世代こそがなし得る IT 社会における奉仕の姿を探求し実行を促します 

□各校、RAC・提唱 RCの交流推進と、新クラブ創立推進に努めます 

活動計画 

海外研修：（ホスト：金光八尾 IAC 提唱クラブ 八尾 RC） 

海外インターアクターとの交流を図る中で国際理解と親善を深め、国際的視野を持つリーダーの育成

に寄与します。今年度はコロナウイルス感染拡大防止のため８月２日～６日台北市は中止しました

が、台北市内インターアクトクラブと WEBにて研修交流実施する予定です。状況を見ながら柔軟に対

応します。 

 

年次大会（ホスト：大阪国際大和田 IAC 提唱クラブ 守口イブニング RC） 

地区及び各校インターアクトクラブの活動報告を行い、奉仕の精神と活動意義の再確認を行います。

（１１月８日（日）実施予定※状況によっては WEBで行います。） 

 

SCRUM発行（ホスト：大阪桐蔭 IAC 提唱クラブ 大東 RC） 

１年間の活動をまとめた活動誌「SCRUM」を編集、発行します。（３月発行予定） 
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新入生歓迎会（ホスト：大阪国際大和田 IAC 提唱クラブ 守口イブニング RC） 

各校の IAC、提唱 RCのメンバーが集い、新入生と共に親睦交流を深め、奉仕の精神と活動への動機づ

けを行ないます。（６月実施予定） 

 

新クラブ提唱準備 

新クラブ発足のために学校訪問を行いインターアクトクラブの活動の理解を求めます。 

また RCクラブへ提唱参加への理解・協力を促します。 

 

クラブ合同会議 

地区委員及び各校インターアクトクラブ顧問と共に、活動方針の確認や活動計画、概況状況の報告を

行い、情報交換を行います（随時実施予定） 

 

委員会会議 

各種行事の前に委員会を開き、企画、準備、共通理解を計ります。 
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青少年交換委員会 
   
 委員会構成 

 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 大橋 秀典 東大阪東 委員 樋野 新太郎 大阪西南 

副委員長 一由 麻里 東大阪東 委員 清水 一人 大阪難波 

副委員長 和泉谷 研 大阪帝塚山 委員 米倉 正治 大阪そねざき 

副委員長 岸本 健之亮 大阪北梅田 委員 吉田 悦治 大阪中央 

副委員長 寺川 明宏 大阪南 委員 久松 秀雄 大阪御堂筋本町 

副委員長 松吉 冨美彦 くずは 委員 生沼 寿彦 大阪うつぼ 

委員 戸谷 太郎 大阪北梅田 直前委員長 松尾 治 東大阪西 

委員 望田 成彦 摂津    

 

活動方針 

「青少年交換プログラム」は参加した学生だけではなく、事業に携わるすべての人々が異文化に接する機会を

得ることで国際相互理解と平和の推進に役立っています。 

文化や習慣の違いを乗り越えて、積極的に派遣先の人々と交流しながら国際感覚を身につけ、自国の親善大使

として世界の懸け橋になりうる若者の成長を支援してまいります。 

また、交換期間を通じて参加学生の目的遂行と安全確保のため、派遣先との情報交換や危機管理体制の確立に

努めます。同時に、地区内に広くホストファミリーをしていただけるロータリアンや協力家族を募集して、こ

のプログラムへの参加者の拡大や将来のロータリアンになり得る人の獲得にも取り組んでまいります。 

活動計画 

１． 青少年交換人数 

長期交換派遣生（約 1 年間）：6 名 短期交換派遣生（約 3 週間）：2 名 

長期交換受入生（約 1 年間）：5 名 短期交換受入生（約 3 週間）：2 名 

交換相手国：アメリカ ２ 名、インドネシア 1 名、台湾 1 名、フランス ２ 名 

２． 研修会 

派遣候補生：1 次選考後、プログラムの理解と語学力（発表力）の向上を目的として 

毎月 1 回のオリエンテーションを行う。 

来日生 ：来日後まもなく 1 泊 2 日の受入れ研修の他、広島研修旅行、京都文化体験、白馬スキーツア

ー、ROTEX 行事を通して日本文化とロータリー活動への理解を深めてもらう。 

３． 危機管理 

ロータリー章典に定める保険への加入確認と地区危機管理委員会の方針に基づいた危機管理体制の確立に  

取り組む。 

４． ROTEX（青少年交換学友会）活動への支援 

青少年交換学生と同世代である彼らのサポートはこの事業に不可欠であり、また国際感覚を身に着けた彼

らの実践の場としても活躍してもらえるよう、活動の支援と協力をしてまいります。 

５． ホストファミリーの確保 

プログラムに直接参加しないクラブにも働きかけ、ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰとしての参加をお願いしてまいります。 

本年度はコロナウイルスの影響により実施出来ない可能性がありますが、短期に振り替えるなどあらゆる

可能性を検討したいと思っています。 
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                      国際奉仕委員会 
   
 委員会構成 

 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 木下 基司 吹田西 委員 加藤 正雄 大阪大淀 

副委員長 宮﨑 正人 高槻東 委員 豊田 勝 大阪西南 

副委員長 北井 雄大 大阪平野 委員 津村 昌明 茨木西 

委員 津田 和義 大阪北梅田 委員 中根 三恵子 大阪ユニバーサルシティ 

委員 徳上 洋之 大阪リバーサイド 委員 西本 恵美子 高槻 

委員 國司 真相 池田くれは    

 

活動方針 

＊グローバル補助金や地区補助金を使って国際奉仕活動を行うクラブのサポートをする 

＊国際奉仕プロジェクトの代表例などを各クラブへ紹介して活動推進する 

＊海外クラブとの交流や友好クラブ・姉妹クラブの締結の助言・サポートをする 

＊各クラブの国際奉仕に関する活動状況などを可能な限り把握する 

＊ロータリー財団委員会、社会奉仕委員会との連携及び情報の共有をする 

＊ニュースレターの発刊（但し必要に応じる） 

＊次年度に向けての新体制づくりを一年間かけて行う 

活動計画 

1 クラブ委員長会議   2020 年 10 月 17 日(土)  YMCA 会館にて開催する 

2 地区主催会合に参加  地区チーム研修セミナー・協議会・地区大会・ロータリー世界大会等 

3 合同委員会      年３回以上開催 

ロータリー財団委員会及び社会奉仕委員会との研修及び情報交換を行う 

（社会奉仕委員会とはクラブ委員長会議開催前と後に打ち合わせ並びに 

反省会を行う） 

4 月次定例委員会    地区国際奉仕委員会を２ケ月に一度毎に開催する 

原則奇数月の第一木曜日 午後３時３０分から午後５時３０分まで 

（ガバナー事務所大会議室に於いて） 

5 国際大会参加推進     クラブ委員長会議など会合において PR していく 

6 ニュースレターの発刊 地区国際奉仕委員会として入手した情報で各クラブにとって必要且つ有用な 

情報を盛り込み適時発刊する 

 

必要に応じて各クラブの国際奉仕活動の計画・実施の進捗状況を「活動アンケート」として適時行っていく 

さらに２０２１年２月開催予定の補助金管理セミナーへ社会奉仕委員会と合同で参加していきたい 
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地区財団監査委員会 
   

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 

委員長 松本 進也 大阪北 

委員 大野 康裕 大阪北 

委員 福島 正己 大阪北 

 

  

活動方針 

地区財団委員会の活動を監査し、正常な運営が継続されるよう支援する 

活動計画 

本年度の財団委員会は「ポリオプラス小委員会」、「資金推進小委員会」、「資金管理小委

員会」、「補助金小委員会」、「奨学金小委員会」の５つの委員会から構成される。 

当委員会では、それぞれの小委員会における補助金の進捗報告書または最終報告書の回収、 

プロジェクトの現況判断、財団の指針の再確認などが適正に行われているか、適宜確認する。 
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ロータリー財団委員会 
   

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 福家 宏 八尾中央 委員 江副 哲 大阪ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ 

 宮里 唯子 茨木西 委員 明石 晃 大阪西 

補助金 

小委員長 
村橋 義晃 大阪中之島 委員 杉野 利幸 大阪 

ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ 

小委員長 
髙士 誠司 大阪西北 委員 新堂 博 大阪城北 

資金推進 

小委員長 
岩佐 嘉昭 東大阪 委員 山西 陽祐 高槻東 

資金管理 

小委員長 
瀬川 昇 吹田西 委員 辻 幸雄 大阪中央 

奨学金 

小委員長 
柳山 稔 東大阪西 委員 杉森 久哉 くずは 

委員 近藤 佑介 大阪心斎橋 委員 中井 正幸 大阪北 

委員 塚本 英 大阪北梅田 委員 奥本 利美 千里 

委員 藤井 敏雄 高槻 委員 渋川 了 東大阪 

委員 相馬 康人 八尾 委員 出口 湛龍 大阪 

      

※資金推進小委員会 委員長はポールハリス・ソサエティ・コーディネーターおよびロータリー 

クラブカードコーディネーター兼任 

※奨学金小委員会 委員長はロータリー平和フェローシップ委員長兼任 

活動方針 

補助金小委員会 
① ロータリー財団の基本方針を基づき財団補助金の公平な配分を行う。 

② 補助金活用を促進する為にクラブをサポートする。 

ポリオプラス小委員会 

① ポリオ根絶についてのより一層の啓発活動を行なう 

② ポリオプラス基金寄付目標は、例年と同額の目標額 50 ドル/会員 

達成を目指す 

資金推進小委員会 

① 例年と同額の寄付の推進。（年次基金寄付 150 ドル／会員、恒久基金寄付

ベネファクター１名以上／クラブ） 

② ポール・ハリス・ソサエティーに関する情報発信を行い会員数増を図るロー

タリークラブカードの保有クラブを増やす 

資金管理委員会 
① クラブによる補助金の適正管理を徹底する 

② 地区補助金およびグローバル補助金の期限内提出を管理する 

奨学金小委員会 

① グローバル補助金奨学生の募集選考 

② 平和フェローシップ応募者の選考推薦 

③ 奨学生のフォロー 
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活動計画 

補助金小委員会 
補助金の申請要件や最新のロータリー財団情報をクラブに提供する。 

奉仕プロジェクトが円滑に推進されるよう適確な審査を行う。 

ポリオプラス小委員会 ポリオ根絶の啓発活動と寄付推進 

資金推進小委員会 

地区各委員長会議、セミナー等を利用し寄付への認識と理解が深まるように努

める。また、各月の財団委員会にて寄付状況を報告し、適宜各クラブへの資金

推進の依頼を行う。 

資金管理委員会 
補助金の適正管理をするための必要な情報を補助金管理セミナーや奉仕部門ク

ラブ委員長会議にて提供する。 

奨学金小委員会 
奨学生事業の地区内広報 

奨学生募集要綱作成、選考ほか留学終了までのフォロー 
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米山奨学委員会 
   

委員会構成 

 

役職 氏名 所属クラブ 役職 氏名 所属クラブ 

委員長 清水 久博 大阪南 委員 田中 裕子 大阪フレンド 

副委員長 末松 大幸 大阪淀川 委員 魚谷 健司 大阪西南 

副委員長 清水 清一 大阪船場 委員 山口 雅弘 大阪淀川 

副委員長 松下 和彦 八尾中央 委員 喜多 孝仁 豊中南 

委員 坂田 妙子 池田くれは 委員 福田 敬子 大阪中央 

委員 金山 信利 大阪城南 委員 河村 泰典 大阪北 

委員 宮本 里恵 大阪アーバン 委員 辻本 啓之 大阪城北 

委員 田中 正美 大東中央 委員 新井 信彦 大阪東 

 

活動方針 

「ロータリーが目指す国際理解と親善、世界平和に寄与する」国際人材育成事業としての米山奨

学事業の理解、推進に努め、ロータリアンと奨学生が深い関わり合いを持ち、奨学期間を通じて

信頼関係が構築できるようができるようサポートします。 

また、ロータリークラブを通して日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を育

て、将来ロータリーの理想とする国際平和の創造と維持に貢献する人材、日本と母国との懸け橋

になる人材となりえる学生を採用し、支援してゆきます。 

 

活動計画 

① 学友会総会(学友会主催)(2020 年 7 月 5 日 WEB上で開催) 

② 大学等の奨学生担当者への説明会（2020 年 7 月 17 日 Zoom開催） 

③ クラブ米山奨学委員長・カウンセラー研修会（2020 年 9 月 26 日 大阪 YMCA国際文化センター） 

④ 宝塚観劇レクリエーション(2020 年 10 月 18 日 宝塚大劇場) 

⑤ 面接官オリエンテーション（2020 年 12 月 15 日 ガバナー事務所） 

⑥ 2021 学年度奨学生面接試験 （2021 年 1 月 23 日 サニーストンホテル） 

⑦ 2020 学年度奨学生終了式・歓送会（2021 年 2 月 27 日 シェラトン都ホテル） 

⑧ 2021 学年度奨学生オリエンテーション（未定） 

⑨ 米山梅吉記念館訪問（未定） 
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青少年保護のための危機管理委員会 

   
委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 

委員長 片山 勉 大阪東 

副委員長 近藤 眞道 高槻西 

委員 益田 哲生 大阪北 

委員 塩谷 眞治 大阪東 

委員 角谷 真枝 茨木西 

委員 辰野 久夫 大阪東 

委員 廣瀬 彰久 守口 

委員 菅沼 清高 外部（元警察庁官房長） 

委員 畑山 博史 外部（大阪日日新聞） 

 

活動方針 

青少年奉仕活動において、ハラスメント（特にセクシャルハラスメント）を起こさないように、

地区青少年奉仕担当委員会に具体的な協力事項を依頼し、また、クラブ・ロータリアン及びロー

タリアン以外の関係者へ啓発活動を実施する。 

 

活動計画 

① ＲＩ青少年奉仕部門（青少年交換・ＲＹＬＡ・ローターアクト・インターアクト）及び米山奨

学生を提唱・支援・担当するクラブを訪問し、卓話の機会を設けハラスメントについて啓発す

る。 

② 名刺サイズの緊急連絡先を制作し、各クラブ宛に 2枚（会長・担当委員長）ずつ配布し、常時

携帯してもらうようにお願いする。 

③ 万が一、問題が発生した場合の対応をクラブに周知し、当委員会はＲＩ規定・地区危機管理規

定を遵守し、速やかにガバナーに報告し対応する。 

④ ガバナー事務所に常設したホットラインを、支援する青少年全員にその目的を周知し、アドレ

スを登録してもらうように、地区担当委員会に依頼する。 

⑤ ハラスメント予防マニュアル（案）を作成し、地区担当委員会の意見を付加し、各青少年奉仕

マニュアルに上記ホットラインと友に追加事項として加えるように依頼する。 

⑥ 地区・クラブが実施する旅行やセミナーでは、都度、保険に加入することを徹底する。 

またより良い保険があればこれを推奨する。 
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地区財務委員会 
   

委員会構成 

役職 氏名 所属クラブ 

委員長 松尾 康弘 茨木東 

委員 吉田 政雄 茨木 

委員 清水 高士 大阪西南 

委員 早嶋 茂 大阪 

委員 薩摩 和男 大阪 

地区会計 鈴木 一正 茨木 
 

活動方針 

地区財務は、地区運営資金・地区活動資金・特別会計の３つで構成されています。 

地区運営資金は、2660地区を運営していくための資金で、主に各種負担金、地区主催の会議費や

ガバナー事務所経費などの支出を賄う資金であります。 

地区活動資金は、各委員会の奉仕活動や委員会の運営費が、その使用使途になります。 

特別会計は一定の目的に沿った資金の収支積立金を管理する単独会計で、地区大会資金、米山奨

学生活動費、災害支援積立金などの７項目があります。 

2020‐21年度の地区予算は、簡ガバナーの方針に基づき策定いたしました。 

当地区では、2019‐20年度はロータリアン１名あたり、年 22,000円を地区資金として頂戴しまし

たが、2020‐21年度は、新型コロナウイルス感染拡大の非常時でもあるため、年 19,000円とさせ

ていただきます。 

その配分は、地区運営資金として 10,000円、地区活動資金として 7,000 円、特別会計の地区大会

資金として 2,000円といたします。 

また、会員数につきましては、前年度より 50 名少ない 3,600名として予算組みを行いました。 

新型コロナウイルスの影響で、予定している事業に変更が出る可能性もありますが、地区財務委

員会では、ロータリアンの皆様方から各クラブを通じてお預かりした貴重な資金を、有効的に無

駄なく使用されるよう確認してまいります。 

 

活動計画 

予算案を策定し、地区チーム研修セミナー、PETS、地区研修・協議会で説明いたします。 

原則として、委員会を毎月開催し、各種会議や各委員会の活動、事業予算・決算の内容を確認いた

します。 

地区運営資金、地区活動資金の予算執行状況の確認を行います。 

資金管理や収支の状況を正確に把握して、地区財務の透明性を保ちます。 
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